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１．《調査

（１）調査

連合

いて良

提言さ

本調

する中

資料を

今年

宮頸が

の設問

皆さ

に活用

（２）調査

◎ 

（３）集約

連合

◎ 

◎ 

◎ 

（４）調査

◎ 

◎ 

（５）集計

結果

 

２．《フェ

（１）職業

 

 

 

 

 

 

 

 

査の実施概要

査目的 

合群馬では「

良かった｣と思

させていただ

調査では、県

中で、政策的

を得ることを

年度は、消費

がんワクチン

問を設けまし

さんにご協力

用させていた

査の対象 

群馬県内居

約数および回

合群馬構成組

集 計 数；

回 収 率；

男女比率；

査時期および

調査時期；

調査方法；

計 

果の集計にあ

ース区分》

業区分   

連合群馬 

》 

「すべての県

思えるよう、

だいておりま

県民一人ひと

的課題の検討

を目的とし、

税の引き上げ

ン問題」、「災

した。 

力をいただき

ただきます。

住者（＊詳細

収率 

織内と組織外

１０，８２

９８．４％ 

男性５，７

び調査方法 

２０１４年

アンケート

たっては、連

 

      

 

２０１４

県民が安心し

、県民の代表

ます。 

りの考え・要

討、そして「

１９９０年

げに伴う「県

災害時の避難

きました調査

 

細はフェース

外では組織外

６名（組織内

（組織内

０４名（５

１月～５月

による選択回

連合群馬事務
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４年県民意識

して暮らせる

表として群馬

要望を幅広い

「政策・制度

年の結成以来

県民の景況感

難指示」に関

査結果を活用

ス区分参照）

外を多い割合

内５，２１７

１０６．５％

３．３％）、

回答方式 

務局にて実施

     

識調査の概

地域社会の実

馬県知事なら

い層からアン

度要求と提言

毎年実施して

感」や県内でも

する意識の把

し、２０１５

） 

合、男女比を

７名、組織外

％、組織外

女性５，０

施しました。

（２）年齢

概要につい

実現」をめざ

らびに各市町

ンケートによ

言」を策定す

ているもので

も副反応被害

把握を組み入

５年度 政策

を５：５になる

外５,６０３名

９１．８％

０８名（４

 

齢区分 

て 

ざし、｢群馬

町村長に｢政策

より把握し、

するにあたっ

です。 

害が報告され

入れ幅広い分

策・制度要求

るように依頼

名） 

％） 

６．７％） 

馬県に住んで

策・制度｣を

集約・分析

っての基礎的

れている「子

分野から 10

求と提言立案

頼しました。

で

を

析

的   

子

0

案

 



 

（３）構成

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）地域

３．《調査

（１）心配

毎年

り、昨

また

ってお

 

 

 

 

 

 

 

 

(％) 

成組織内・外

域集約数（１

査概要》 

配事・困り事

年調査してい

昨年との比較

た、今回の調

おり、次いで

比率    

２市７郡） 

・関心事（

いる『心配事

較ではほぼ同

調査における

で、｢自分や家

     

２つ選択）

事・困り事・関

同様となって

る全回答者に

家族の老後｣
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   （４

＊上位５項目

関心事』は、

おり、生活

に占める割合

(41.2%)、

４）男女比率

目の比較（2

、上位５項目

不安や先行

では｢生活費

「健康・医療

率 

011～2014 年

目の経年変化

きの不安がう

費や収入｣(43

療」(28.2%)と

年調査結果）

化は、下表の

うかがえます

3.9%)が一番

となっていま

 

のとおりであ

す。 

番高い値とな

ます。 

 

あ

な
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≪備考≫ 

※集計結果は、全体傾向との比較や性別、年齢、職業、地域区分の比較として、各項目ごとに全体

に対し 10 ポイント以上、また 5～10 ポイントの差異が見られる場合を表示している。 

※集計結果における割合（％）の数値は、小数点以下第 2位を四捨五入し、第 1位で表示している

為、内訳と合計が一致しない場合がある。また、複数回答の項目については、回答者数で割合を

算出しているため１００％を超えるものもある。 

※職業欄における「自営業」には、家族従業員を含む。 

 

 



 

１．あなた

■全体傾向

「生活費

「雇用や職

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■属性にみ

性別 

年齢 

職業 

地域区分 

 
 

  

【
考
察
】 

て

が

たの心配事

向 

費や収入(43

職場環境(27

みられる特
・性別によ

医療｣と

・第 1位は
康・医療

・第 2位は
族の老後
となって

・第 3位は
50 代は

・第 1位は
分や家族
となって

・第 2位は
無職が｢

・第 3位は
パートは

・第 1位は
邑楽郡は
後｣とな
います。

・第 2位は
は｢自分
っていま

・第 3 位
家族の老
北群馬郡
職場環境

現在の生活

いることが想

将来への不

あると考え

事・困り事

3.9%)」が最も

.9%)」が続

特徴点 
よる大きな差
となっています

は、40 歳以下
療｣となってい
は、20 代以下
後｣、50 代は
ている。 
は、10 代は｢
｢健康・医療

は、会社員・
族の老後｣、農
ています。 
は、公務員・
｢自分や家族
は、農業・専
は｢健康・医療

は、前橋・高
は｢生活費や
なっています
。 
は、前橋・高
分や家族の老後
ます。また、

位は、前橋・桐
老後｣、高崎
郡は｢雇用や職
境｣が同率と

 の中で、生活

想定される

安を軽減し消

ます。 

・関心事は

も高く、次い

続く。 

差異は見られま
す。 

下は｢生活費や
いる。 
下は｢雇用や職
｢生活費や収

特にない｣、
療｣、60 歳以上

パート・自営
農業・企業団

学生が｢生活
の老後｣、専

専業主婦・無
療｣、会社員

高崎・桐生・
収入｣、館林
。また、吾妻

高崎・桐生・
後｣、館林・
沼田市は｢自

桐生・館林・
・みどり・伊
職場環境｣と
なっています

活費や収入面

と考えます。

消費刺激策を
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は何ですか

いで、「自分や

ませんが、第

や収入｣、50 代

職場環境｣、3
収入｣、60 代は

20 代は｢自分
上は｢生活費や

営業は、｢生活
団体役員・無

活費や収入｣、
専業主婦・その

職・その他が
・公務員・企

みどり・伊勢
林・富岡・安中
妻郡は｢生活費

みどり・伊勢
富岡・安中市
自分や家族の
・渋川・藤岡
伊勢崎・太田
｢子どもの保

す。 

面での不安が

。 

を有効に行う

。    

や家族の老後

第 3位は男性が

代・60 代は｢

30 代は｢子ど
は｢健康・医療

分や家族の老
や収入｣となっ

活費や収入｣
無職は、｢健康

会社員・農業
の他が｢健康
が｢生活費や収
業団体役員が

勢崎・太田・
中市、北群馬
費や収入｣と

勢崎・太田・
市、北群馬・
の老後｣と｢健康
・富岡・安中
市、佐波・利

保育や教育｣が

が老後生活へ

うことで、税

     

後(41.2%)」、

が｢雇用や職場

自分や家族の

もの保育や教
療｣、70 歳以上

後｣、30・40
っています。

、公務員・専
康・医療｣、学

業・企業団体
・医療｣となっ
収入｣、学生は
が｢雇用や職場

沼田・渋川
馬・多野・甘
｢自分や家族

渋川・藤岡市
多野・甘楽郡
康・医療｣が同
中市、邑楽・
利根は｢健康
が多野郡は、

の蓄えや生活

収増や景気動

 【２つま

、「健康・医療

場環境｣で女

の老後｣、70 歳

教育｣、40 代
上は｢自分や家

代は｢雇用や
 

専業主婦・そ
学生は｢雇用や

体役員・パー
っています。
は｢自分や家
場環境｣とな

・藤岡市、佐
甘楽郡は｢自分
族の老後｣が同

市、佐波・利
郡は｢生活費や
同率となって
甘楽・吾妻郡
・医療｣とな
｢健康・医療

活費の不安に

動向を改善

まで選択】

療(28.2%)」、

女性は｢健康・

歳以上は｢健

は｢自分や家
家族の老後｣

や職場環境｣、

の他は、｢自
や職場環境｣

ト・自営業・
 

家族の老後｣、
っています。

佐波・利根・
分や家族の老
同率となって

利根・邑楽郡
や収入｣とな
ています。
郡は｢自分や
っています。

療｣と｢雇用や

につながっ

させる必要

(人)

 

健

家

老



 

２．景気が

変わりま

■全体傾向

「変わら

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■属性にみ

性別 

年齢 

職業 

地域区分 

 
 

  

【
考
察
】 

消

く

増

が

が上向き傾

ましたか。

向 

らない(72.5

みられる特
・性別によ

・第 1位は
・第 2位は
・第 3 位は

っている

・第 1位は
・第 2位は
・第 3位は

・第 1位は
・第 2位は
・第 3位は

なってい

消費増税前の

なったとの声

増税後さらに

出ることが想

傾向といわれ

     

5%)」の値が

特徴点 
よる大きな差

は、すべての
は、20 歳以上
は、20 代以上
る。 

は、すべての
は、学生以外
は、学生以外

は、すべての
は、多野郡以
は、多野郡以
います。 

 

の調査で生活

声が高くなっ

に生活実感と

想定されます

れています

    

が最も高く、

差異はみられ

の年代で｢変わ
上が｢少し悪く
上は｢悪くなっ

の職種で｢変わ
外が｢少し悪く
外は｢悪くなっ

の地域で｢変わ
以外は｢少し悪
以外は｢悪くな

活実感として

っています。

として悪くな

す。 
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すが、この

     

これに「少

ない。 

わらない｣とな
くなった｣で
った｣、10 代

わらない｣とな
くなった｣で学
った｣で学生は

わらない｣とな
悪くなった｣で
なった｣で多野

ては変わらな

 

なったとの声

１・２年で

    

少し悪くなっ

なっています
10 代は｢わか

代は｢少し悪く

なっています
学生は｢わから
は｢少し悪くな

なっています
で多野郡は｢少
野郡は｢少し悪

ないとの方が

声が高まるこ

であなたの

     

った(11.3%)

す。 
からない｣とな
くなった｣、2

す。 
らない｣となっ
なった｣となっ

す。 
少し良くなっ
悪くなった｣と

が大半であり

ことが想定さ

生活はどの

   【１

)」の値が続

なっています
0 代は｢わか

っています。
っています。

った｣となって
と｢わからな

、高齢者層を

され、景気動向

のように

１つ選択】

続く。 

す。 
らない｣とな

 
 

ています。
い｣が同率と

(人)

を中心に悪

向にも影響

 

 



 

３．４月か

もっとも

■全体傾向

大きな差

を上回った

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■属性にみ

性別 

年齢 

職業 

地域区分 

 

 

  

【
考
察
】 

年

ど職

から消費税が

も優先して

向 

差異は見られ

た。 

みられる特
・性別によ

・｢少子化
・｢高齢者

・｢少子化
・｢少子化

きいのが

・｢少子化
ています

・｢少子化
います。
る声が高

年代による特

高齢者対策に

職場環境や処

が８％にな

てほしいこ

れないが「高

特徴点 
よる大きな差

化対策｣は、10
者対策｣は、50

化対策｣は、学
化対策｣と｢高齢
が無職となっ

化対策｣は、み
す。 

化対策｣と｢高齢
。差異が一番
高くなってい

 

特徴は見られ

には財源やマ

処遇の改善な

なり、増税分

とは何だと

高齢者施策(5

差異は見られ

0～30 代が高
0代以上が高

学生のみ高く
齢者対策｣の差
っており、｢高

みどり市のみ

齢者対策｣の差
番大きいのが
います。 

れますが、相

マンパワーの

など対策の強
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分は社会保

と考えます

52.1%)」の方

ません。 

高くなってい
高くなってい

なっています
差異が一番少
高齢者対策｣を

｢高齢者対策

差異が一番少
安中市、次い

相対的に高齢

の確保など課

強化を求めて

障財源に使

か。  

方が約 11 ポ

ます。 
ます。 

す。それ以外
少ないのが公
を求めるお声

策｣より高く、

少ないのがみ
いで、邑楽郡

齢者対策を求

課題が山積し

ていることが

使われると

    

ポイント高く

外は｢高齢者対
公務員となって
声が高くなって

それ以外は｢

みどり市で、次
郡となってお

求める声が高

している状況

がうかがえま

いわれてい

   【１

く、「少子化対

対策｣となって
ています。差
ています。 

｢高齢者対策｣

次いで、利根
り、｢高齢者対

高い状況にあ

況にあり、介護

ます。 

いますが、

１つ選択】

対策(41.3%)

ています。
差異が一番大

｣が高くなっ

根郡となって
対策｣を求め

あります。 

護労働者な

 

」



 

３‐１．少

■全体傾向

「企業内

食費などの

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■属性にみ

性別 

年齢 

職業 

地域区分 

 

 

  

【
考
察
】 

企

られ

向け

少子化対策

向 

内における仕

の補助拡大(

みられる特
・第 1 位

立の環境
・第 2 位

の施設整
・第 3 位

大｣とな

・第 1位は
内におけ
います。

・第 2位は
における
助拡大｣

・第 3 位
の施設整

・第 1 位
立の環境
育園など
の環境整

・第 2位は
保育園な
事と子育

・第 3位は
務員・企

・第 1位は
甘楽郡が
楽郡が｢
っていま
費や給食

・第 2位は
沼田市、

・第 3位は
甘楽郡が
どの補助

企業内におけ

れた課題であ

けては行政と

策でもっと

仕事と子育て

29.6%)」、「

特徴点 
位は、男性が｢
境整備｣とな

位は、男性が｢
整備や延長保

位は、男性が｢
なっています。

は、10 代およ
ける仕事と子
。 
は、20 代およ
る仕事と子育
｣と｢企業内に
は、20 代お
整備や延長保

位は、会社員
境整備｣、パー
どの施設整備
整備｣と｢幼・
は、会社員・農
などの施設整
育て両立の環
は、会社員・
企業団体役員

は、前橋・桐
が｢企業内にお
｢学費や給食
ます。また、
食などの補助
は、前橋・桐
、利根・邑楽
は、前橋・高
が｢幼・保育
助拡大｣、渋川

 
ける仕事と子

あります。ま

としての役割

も優先すべ

てが両立で

「幼稚園や保

｢学費や給食費
っています。
｢企業内にお
保育｣となって
｢幼・保育園の
。 

よび 50 代以上
子育て両立の

よび 50 代以上
育て両立の環
における仕事
よび 50 代以
保育｣となって

・公務員・農
ート・専業主
備や時間延長

保育園など
農業・学生が
整備や時間延
環境整備｣とな
パート・学生

員・自営業・無

桐生・みどり
おける仕事と
などの補助拡
北群馬・甘

助拡大｣が同率
桐生・太田・
楽・多野郡が
高崎・桐生・み
園などの施設
川市が｢企業

子育の両立に

また、労働組

割を求めてい

- 7 - 

べきは何だ

きる環境整

保育園などの

費などの補助
 

ける仕事と子
ています。
の施設整備や

上が「幼・保
環境整備｣、

上が｢幼・保育
境整備｣とな

事と子育て両立
以上が｢学費や
ています。

農業・自営業
主婦が｢学費や
｣となってい
の施設整備や

が｢学費や給食
長｣、企業団

なっています
生・専業主婦
無職・その他

・太田・沼田
と子育て両立
拡大｣、渋川市
甘楽郡が｢企業
率となってい
渋川・藤岡
｢幼・保育園
みどり・伊勢
設整備や時間
内における仕

に向けた環境

組合のない職

いることがう

と考えます

備(32.2%)」

の施設整備や

助拡大｣、女性

子育て両立の

や延長保育｣で

保育園などの施
30 代は｢学費

育園の施設整
なっています。
立の環境整備
や給食などの補

・学生・無職
や給食などの
います。また、
や時間延長｣が
食などの補助
団体役員・パー
す。 
婦が｢幼・保育

他が｢学費や給

田・藤岡・富
立の環境整備｣
市が｢幼・保育
業内における
います。 
・富岡・安中
園などの施設整
勢崎・太田・藤
間延長｣、沼田
仕事と子育て

境整備を求め

職場で働く仲

うかがえます

すか。   

が最も高く

や時間延長(

性は｢企業内に

の環境整備｣、

で女性は｢学費

施設整備や時
費や給食費な

整備や延長保
。また、10代

備｣が同率とな
補助拡大｣、3

職が｢企業内に
の補助拡大｣、

｢企業内にお
が同率となっ
拡大｣、公務員
ート・専業主

育園などの施
給食などの補助

富岡・安中市、
｣、高崎・伊勢
育園などの施
仕事と子育て

中市が｢学費や
整備や時間延
藤岡・富岡・
田市、邑楽・
て両立の環境整

める声が高く

間も多数い

す。 

   【１

く、これに

(27.9%)」が

における仕事

女性が｢幼・

費・給食費な

時間延長」、2
などの補助拡大

保育｣、30･40 代
代は｢学費や給
なっています
30・40 代が

における仕事
企業団体役員

おける仕事と
っています。
員・無職・そ

主婦が｢企業内

施設整備や時
助拡大｣とな

、邑楽・北群
勢崎市、佐波

施設整備や時
て両立の環境

や給食などの
延長｣となって
安中市、佐波
吾妻郡が｢学
整備｣となっ

、我々労働組

る中で、環境

１つ選択】

「学費・給

が続く。 

事と子育て両

保育園など

などの補助拡

20 代は｢企業
大｣となって

代が｢企業内
給食などの補
。 
｢幼・保育園

事と子育て両
員は｢幼・保

と子育て両立
 

その他が｢幼・
内における仕

間延長｣、公
っています。

群馬・多野・
波・利根・甘
間延長｣とな

境整備｣と｢学

補助拡大｣、
ています。
波・北群馬・
学費や給食な
ています。

(人)

組合に課せ

境の整備に

 

両

拡

補

両
保
立

仕

甘

学



 

３‐２．高

■全体傾向

「介護施

軽減(30.4%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■属性にみ

性別 

年齢 

職業 

地域区分 

   

【
考
察
】 

介

ンパ

高

高齢者施策

向 

施設の整備や

%)」、「医療

みられる特
・第 1位は
・第 2位は
・第 3位は

・第 1位は
負担軽減

・第 2 位は
代は｢介

・第 3 位は
は｢介護

・第 1 位
整備や介
他は｢医
境の改善

・第 2位は
無職が
改善｣と

・第 3位は
学生・専
環境の改

・第 1位は
多野・吾
います。

・第 2位は
岡・富岡
｢介護施
設の整備
介護士等
費用の負

・第 3位は
太田・藤
護施設の

介護施設の整

パワーを確保

く、制度の改

策でもっと

や介護士等の

費ま負担軽

特徴点 
は、男女とも
は、男性が｢
は、男性が｢介

は、50 代以下
減｣、70 歳以
は、40 代以下

介護施設の整備
は、40 代以下

護施設の整備や

位は、会社員
介護士等の労
医療費の負担
善｣と｢医療費
は、会社員・
｢介護費用の負

となっています
は、会社員・農
専業主婦が
改善｣となって

は、前橋・高
吾妻郡が｢介護
。 
は、前橋・桐
岡・安中市、
施設の整備や介
備や介護士等
等の労働環境
負担軽減｣が
は、前橋・伊
藤岡・富岡・
の整備や介護

 
整備や介護士

保する必要が

改善や行政の

も優先すべ

の労働環境の

軽減(29.4%)」

もに｢介護施設
医療費の負担
介護費用の負

下は｢介護施設
以上は｢介護費
下は｢介護費用
備や介護士等
下は｢医療費の
や介護士等の

・公務員・企
労働環境の改
軽減｣なって

費の負担軽減
自営業が｢医
負担軽減｣、
す。 
農業・その他

「医療費の負担
ています。

高崎・伊勢崎
護費用の負担

桐生・伊勢崎
邑楽・北群馬
介護士等の労

等の労働環境
境の改善｣と｢
同率となって

伊勢崎・沼田・
・安中市、邑
護士等の労働

士等の労働環

があり、その

の指導・監督

- 8 - 
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の改善(36.

」が続いてい

設の整備や介
担軽減｣、女性
負担軽減｣、女

設の整備や介
費用の負担軽減
用の負担軽減
等の労働環境
の負担軽減｣
の労働環境の

企業団体役員
改善｣、パート
ています。また
減｣が同率とな
医療費の負担軽

パート・その

他が｢介護費用
担軽減」、自

崎・渋川・藤岡
担軽減｣、桐生

・渋川市、佐
馬・吾妻郡が
労働環境の改

境の改善｣と｢医
介護費用の負
ています。
・渋川市、佐
邑楽・北群馬
環境の改善｣

環境の改善を

のためには介

督の強化を求

と考えます

0%)」が最も

いる。 

介護士等の労働
性が｢介護費用
女性が｢医療費

介護士等の労働
減｣となって
減｣、50 代・7
境の改善｣とな
、50・60 代は

の改善｣となっ

・学生・専業
ト・自営業は
た、農業は｢

なっています。
軽減｣、公務員
の他が｢介護

用の負担軽減
営業・無職は

岡・富岡・安
生・太田・館

佐波・利根郡
が｢医療費の負
改善｣となって
医療費の負担
負担軽減｣、多

波・利根・甘
・吾妻郡が｢
となっていま

を求める声が

介護従事者の

求めているこ

すか。   

も高く、次い

働環境の改善
用の負担軽減
費の負担軽減

働環境の改善
います。 
70 歳以上は｢

なっています。
は｢介護費用

っています。 

業主婦・無職
｢介護費用の
介護施設の整
。 
員・企業団体
施設の整備や

減｣、公務員・
は｢介護施設の

安中市、佐波
館林市が｢医療

郡が｢介護費用
負担軽減｣、太
ています。ま
担軽減｣、館林
多野郡は｢医療

甘楽郡が｢医療
介護費用の負
ます。 

が高く、超高齢

処遇改善が必

ことがうかが

   【１

いで、「介護

善｣となってい
減｣となってい
減｣となってい

善｣、60 代は

｢医療費の負担
。 
の負担軽減｣

職・その他が
の負担軽減｣、
整備や介護士

体役員・学生
や介護士等の

企業団体役員
の整備や介護

・利根・邑楽
療費の負担軽減

用の負担軽減
太田・沼田市

また、みどり市
林市は｢介護施
療費の負担軽

療費の負担軽
負担軽減｣、桐

齢社会の到来

必要である

がえます。 

１つ選択】

費用の負担

います。 
います。 
います。 

、｢医療費の

担軽減｣、60

、70 歳以上

｢介護施設の
無職・その

士等の労働環

・専業主婦・
の労働環境の

員・パート・
護士等の労働

楽・北群馬・
減｣となって

｣、高崎・藤
市、甘楽郡が
市は｢介護施
施設の整備や
軽減｣と｢介護

軽減｣、高崎・
桐生市が｢介

(人)

来の中でマ

との認識が

 

担

環

働

藤

施

介



 

４．働く上

か。  

■全体傾向

「職場の

政などの相

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■属性にみ

性別 

年齢 

職業 

地域区分 

 
 

  

【
考
察
】 

職

口を

で悩

上での悩み

    

向 

の上司・先輩

相談窓口(18

みられる特
・第１位は
・第２位は
・第３位は

・第１位は
っていま

・第２位は
・第 3位は

しない
よる相談

・第 1 位
仲間｣、

・第 2 位
談しない
などの相
できない

・第 3位は
パート

・第 1位は
・第 2位は

市、北群
楽・吾妻
ます。 

・第 3位は
みどり
となって
ます。 

職場の身近な

を活用してい

悩まず、まず

み・困りご

     

輩や仲間(49

.4%)」とい

特徴点 
は、男性・女
は、男性が｢企
は、男性・女

は、50 代以下
ます。 
は、30 代は｢
は、10 代が｢
・できない｣、
談窓口」とな

位は、会社員
農業・自営業

位は、会社員
い・できない
相談窓口｣とな
い｣が同率と
は、会社員・
・学生は｢行政

は、すべての
は、前橋・桐
群馬郡は｢企業
妻郡は｢相談

は、前橋・桐
・沼田・利根
ています。ま

 な方へ相談さ

いる状況です

ずは相談を!

とを家族以

    

9.4%)」が最

いう結果とな

女性ともに｢職
企業の労働組
女性ともに｢行

下は｢職場の

｢企業の労働組
行政などの相
、60 代は｢職
なっています

・公務員・企
業・専業主婦
・公務員は｢企
い｣、農業・自
なっています
なっています
公務員・専
政などの相談

の地域で｢職場
桐生・渋川・藤
業の労働組合
しない・でき

桐生・館林・
根・は｢行政な
また佐波郡は

される方が多

すが、約２割

!」との連合

- 9 - 

以外に相談

     

最も高く、次

なった。 

職場の上司・
組合｣、女性は
行政などの相

上司・先輩や

組合｣、それ以
相談窓口」、2
職場の上司・先
。 

企業団体役員
婦・無職は｢行
企業の労働組
自営業専業主
す。また、農
す。 

専業主婦・その
談窓口｣となっ

場の上司・先
藤岡市、佐波
合｣、みどり
きない｣、多野

藤岡市、邑楽
などの相談窓
｢行政などの

多い状況がう

割の方が相談

合の取り組み

する場合、

   

次いで、「相談

先輩や仲間｣
は｢相談できな

相談窓口｣とな

や仲間｣、60

以外は｢相談
20・40・50 代
先輩や仲間｣

・パート・学
行政などの相
組合｣、企業団
主婦は｢職場の
農業は｢職場の

の他は｢相談し
っています。

先輩や仲間」と
波・邑楽郡は
・伊勢崎・太
野郡は｢弁護士

楽・北群馬郡
窓口｣、伊勢崎
相談窓口｣と

うかがえます

談しない（で

みの強化が求

どこに相

    

談しない・で

｣となっていま
ない・しない

なっています。

代以上は｢行

しない・でき
代は｢企業の労
、70 歳以上は

学生・その他
相談窓口｣とな
団体役員・パ
の上司・先輩や
の上司・先輩や

しない・でき
 

となっていま
は｢行政などの
太田・沼田・富
士など第 3者

郡は｢相談しな
崎・太田・渋川
｢企業の労働

す。職種によっ

できない）と

求められると

談したいと

  【複数

できない(19

ます。 
い｣となってい
。 

行政などの相談

きない｣となっ
労働組合｣、3
は「弁護士な

他は｢職場の上
なっています
パート・学生
や仲間｣、そ
や仲間｣と｢相

きない｣、企業

ます。 
の相談窓口｣、
富岡・安中市

者の相談窓口｣

ない・できな
川市は｢企業

働組合｣が同率

っては行政等

となっており

考えます。

と思います

数選択可】

9.0%)」、「行

います。 

談窓口｣とな

っています。
30 代は｢相談
など第 3者に

上司・先輩や
。 
・無職は｢相
の他は｢行政
相談しない・

業団体役員・

高崎・館林
市、利根・甘
｣となってい

い｣、高崎・
の労働組合｣

率となってい

(人)

等の相談窓

、「ひとり

 

す

 

行

政

林
甘



 

５．中小企

■全体傾向

「県内企

る(29.8%)」

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

■属性にみ

性別 

年齢 

職業 

地域区分 

 

 

  

【
考
察
】 

る

企業の活性

向 

企業のＰＲ及

」が続く。 

みられる特
・第 1位
・第 3位は

となって

・第 1位は
先的発注

・第 2位は
発注」、

・第 3位は
品開発や

・第 1位は
自営業
農業は｢
ます。 

・第 2 位
支援｣、
内企業の
っていま
路の拡大

・第 3 位
が地元企
優遇｣と

・第 1位は
田・富岡
企業への
雇用を行
企業へ優
へ優先的

・第 2 位
元企業へ
市は｢県
を行った

・第 3 位
の税制優
備整備へ
路拡大｣

県内企業の

税財源を循環

化策として

及び販路拡大

特徴点 
・2位とも、
は、男性は｢新
ています。 

は、50 代以下
注｣となってい
は、20 代以下
60 代以上は

は、10 代｢わか
や技術指導支

は、会社員・公
・専業主婦・
｢県内企業の

位は、会社員
企業団体役員
のＰＲ・販路
ます。また、
大｣が同率と

位は、会社員
企業へ優先的

となっています

は、太田・富
岡・安中市、
の税制優遇｣
行った企業へ
優先的発注｣が
的発注｣・｢企

位は、みどり
へ優先的発注
県内企業のＰ
た企業への税

位は、前橋・桐
優遇｣、みど
への財政支援
｣と｢製品開発

 ＰＲ及び販路

環させなが

てどのよう

大支援(31.5

性別による差
新規雇用を行

下は｢県内企業
います。 
下は｢製品開発
は｢県内企業の
からない｣、2
支援｣、50・70

公務員・企業
無職・その他
ＰＲ・販路の

・学生は｢県
員は｢新たなビ
路の拡大｣、そ

自営業は｢新
なっています
・農業・学生
的発注｣、企業
す。 

富岡・安中市
邑楽は｢行政

となっていま
への税制優遇
が同率で、館

企業の設備整備
・太田・館林
注｣、みどり市
Ｒ・販路拡大

税制優遇｣が同
桐生・伊勢崎
り市、多野郡
援・申請の簡
発や技術指導

路の拡大や行

ら県外へ打っ

- 10 - 

な施策が有

5%)」が最も

差異はありま
行った企業へ

業のＰＲ・販

発や技術指導
のＰＲ・販路
20 代｢行政等
0代は｢新規雇

業団体役員・
他は｢行政等が
の拡大｣と｢行

内企業のＰＲ
ビジネスの創
その他は｢企業
新規雇用を行
す。 
生・専業主婦
業団体役員・

、佐波・邑楽
政等が地元企
ます。また、
｣が多野郡は

館林市、は｢県
備への財政支

林・邑楽・北
市、邑楽郡は
大｣、甘楽郡は
同率となって
崎・太田・沼
郡は｢行政等が
素化｣となっ

導支援｣が同率

行政における

って出る施策

有効だと考

も高く、「行政

ません。 
への税制優遇｣

販路の拡大｣、

導支援｣、30～
の拡大｣とな
が地元企業へ
雇用を行った

学生は｢県内
が地元企業へ

行政等が地元企

Ｒ・販路の拡
創出支援」、パ
業の設備整備

行った企業へ

婦は｢製品開発
無職・その他

楽郡以外は、
企業へ優先的
多野郡は｢県

は｢県内企業の
県内企業のＰ
支援・申請の

北群馬・多野
は｢製品開発や
は｢行政等が

ています。 
田・富岡市、
が地元企業へ
ています。ま

率となっていま

る優先的な発

策を求めてい

考えますか。

政棟が地元企

、女性は｢製

60 代以上は

～50 代は｢行政
っています。
へ優先的に発
た企業への税制

企業のＰＲ
へ優先的発注｣
企業へ優先的

拡大｣、公務員
パート・自営業
備への財政支
の税制優遇｣

発や技術指導支
他は｢新規雇用

｢県内企業の
発注｣、佐波

県内企業のＰＲ
のＰＲ・販路の
Ｒ・販路拡大

の簡素化｣が同
・富岡・安中
や技術指導支
地元企業へ優

吾妻郡は｢新
へ優先的発注｣
また、佐波郡
ます。 

発注といった

いることがう

。 【２つま

企業へ優先

製品開発や技術

は｢行政等が地

政等が地元企
 

発注」、30・40
制優遇｣とな

・販路の拡大
｣となってい

的発注｣が同率

員は｢製品開発
業・専業主婦

支援・申請の簡
と｢県内企業

支援｣、公務員
用を行った企

のＰＲ・販路
波郡は｢新規雇
Ｒ・販路の拡
の拡大｣と｢行
大｣・｢行政等
同率となって
中市、以外は
支援｣、太田・
優先的発注｣

新規雇用を行
｣、北群馬郡

郡は｢県内企業

た声が高く、

うかがえます

まで選択】

的に発注す

術指導支援｣

地元企業へ優

企業へ優先的

・60 代は｢製
っています。

大｣、パート・
ます。また、

率となってい

発や技術指導
婦・無職は｢県
簡素化｣とな

業のＰＲ・販

員は｢行政等
企業への税制

の拡大｣、太
雇用を行った
拡大｣と｢新規
行政等が地元
等が地元企業
います。 
｢行政等が地
富岡・安中

と｢新規雇用

行った企業へ
は｢企業の設
業のＰＲ・販

(人)

地域におけ

す。 

 

す

製

導

販

規

業

地

販



 

６．医療や

役割で有

■全体傾向

「労働条

制優遇によ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■属性にみ

性別 

年齢 

職業 

地域区分 

 

  

【
考
察
】 

てい

制

ます

や介護にお

有効なもの

向 

条件の向上に

よる支援(36

みられる特
・性別によ

・第 1位は
・第 2位は

する税制
・第 3位は

取得に向

・第 1位は
・第 2 位

った施設
の強化｣

・第 3 位
援の強化
となって
査の強化

・第 1位は
・第 2位は

り、み
を行った
ています

・第 3 位
用を行っ

さらに高齢化

いるし期待感

制度は国の問

す。 

おける人材不

のは何だと思

に向けた支援

.3%)」が続

特徴点 
よる大きな差

は、各年代で
は、10 代は｢
制優遇による
は、10 代は｢
向けた支援の

は、すべての
位は、会社員
設に対する税
｣となっていま

位は、会社員
化｣、パート・
ています。ま
化｣が同率と

は、すべての
は、みどり市
どり市は｢資
た施設に対す
す。 

位は、みどり市
った施設に対

 

化が高まる状

感の表れとな

問題でありま

不足が問題

思いますか

援の強化(77

続く。 

差異は見られ

で｢労働条件の
施策取得に向

る支援｣となっ
正規雇用を行

の強化｣となっ

の職種で｢労働
・公務員・農
税制優遇によ
ます。 
・公務員・企
・学生・専業主
また、農業は
なっています

の地域で｢労働
市以外は｢正規
格取得に向け

する税制優遇

市、多野郡以
対する税制優

状況を受ける

なっていると

ますが、現状

- 11 - 

題になって

か。    

7.4%」)が最

ない。 

の向上に向け
向けた支援の
っています。
行った施設に
っています。

働条件の向上
農業・企業団
る支援｣、パ

企業団体役員
主婦は｢正規

は｢資格取得に
す。 

働条件の向上
規雇用を行っ
けた支援の強

遇による支援｣

以外は、｢資格
遇による支援

る中で、介護

と考えます。

状把握や問題

いますが、

    

最も高く、「正

けた支援の強化
の強化｣、20 代
 

に対する税制優
 

上に向けた支援
体役員・自営

パート・学生

・自営業・無
規雇用を行った
に向けた支援

上に向けた支援
た施設に対す

強化｣となって
｣と｢資格取得

格取得に向け
援｣となってい

労働者の労働

 

題点の認識は県

人材の拡

     

正規雇用を行

化｣となってい
代以上が｢正規

優遇による支

援の強化｣とな
営業・無職・
・専業主婦は

無職・その他
た施設に対す
の強化｣と｢事

援の強化｣とな
する税制優遇
ています。ま
得に向けた支

けた支援の強化
います。 

働条件の改善

県として大き

充に向けた

 【２つま

行った施設

います。 
規雇用を行っ

支援｣、20 代以

なっています
その他は｢正

は｢資格取得に

他は｢資格取得
する税制優遇
事業者に対す

なっています
遇による支援｣
また、多野郡
支援の強化｣が

化｣、みどり

善を求める声

きな役割であ

た行政の

まで選択】

に対する税

った施設に対

以上は｢資格

す。 
正規雇用を行
に向けた支援

得に向けた支
による支援｣

する指導・監

す。 
｣となってお
は｢正規雇用
が同率となっ

市は｢正規雇

(人)

声が高まっ

あるといえ

 

 

税

対

格

行

監



 

７-１．子

     

■全体傾向

「知って

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■属性にみ

性別 

年齢 

職業 

地域区分 

 
 

  

【
考
察
】 

県

知

を強

子宮頸がんワ

    

向 

ている(67.2

みられる特
・｢知って

・｢知って

・｢知って

・｢知って
ます。 

県民における

が行き届いて

強化する必要

ワクチンに

     

2%)」の回答

特徴点 
ている｣は、男

ている｣は、20

ている｣は、学

ている｣は、多

 

る認識は高い

ていない状況

要があること

により健康被

    

答が約７割を

男性が 56.6%、

0 代以下はほ

学生以外は 6割

多野郡以外は

い現状であり

況がうかがえ

とがうかがえ

- 12 - 

被害が起き

     

を占めている

、女性が 80.

ほぼ半数(10 代

割以上となっ

6 割以上とな

りますが、ワ

え問題である

えます。 

きていること

    

る。 

6%と、男性は

代 49.0％・2

っており、学

なっており、

ワクチン接種

るといわざる

とを知って

     

は程半数とな

0代 49.6%)と

学生のみ 6割(

多野郡のみ

種の対象とな

るを得ず、行政

ていますか

   【１

なっています

となっていま

(57.5%)を切

み 6 割(56.5%)

なる年代に近

政における役

。   

１つ選択】

。 

ます。 

っています。

)を切ってい

いほど、周

役割の発揮

 
 



 

７‐２．ワ

■全体傾向

「予防効

把握し周知

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■属性にみ

性別 

年齢 

職業 

地域区分 

 

  

【
考
察
】 

予

てお

る結

ワクチンの

向 

効果と健康被

知する(26.7

みられる特
・性別によ

数となっ
・第 2位は
・第 3位は

・年代によ
数となっ

・第 2位は
・第 3位は

・第 1位は
す。 

・第 2 位
補外の実

・第 3位は
外は｢接

・第 1位は
す。 

・第 2位は
多野郡の
となって

・第 3位は

予防効果と健

おり、予防効

結果となって

の接種には、

被害リスクを

%)」、「接種

特徴点 
よる大きな差
っています。
は、｢県内の健
は、｢接種その

よる大きな差
っています。
は、｢県内の健
は、｢接種その

は、すべての

位は、企業団体
実態を把握し
は、企業団体
接種そのもの

は、すべての

は、すべての
のみ｢県内の
ています。 
は、多野郡以

 

健康リスクを

効果は期待し

ており、集団

、どのよう

を明示し自

種そのものを

差異はなく、第
 
健康補外の実
のものを注視

差異はなく、第
 
健康補外の実
のものを注視

の職種で｢予防

体役員は｢接種
し周知する｣と
体役員は｢県内
を中止する｣

の地域で｢予防

地域で｢県内
健康補外の実

以外は｢接種そ

を明示し自己

しつつもリス

団接種は時期

- 13 - 

うな対応が

己判断(53.

を中止する(1

第 1位は、｢

実態を把握し
視する｣となっ

第 1位は、｢

実態を把握し
視する｣となっ

防効果と健康

種その物を中
となっていま
内の健康補外
となっていま

防効果と健康

内の健康補外の
実態を把握し

そのものを中

己判断や県内

クが十分把握

期尚早である

必要と考え

5%)」が最も

15.9%)」が続

予防効果と健

し周知する｣と
っています。

予防効果と健

し周知する｣と
っています。

康リスクを明示

中止する｣とな
す。 

外の実態を把握
ます。 

康リスクを明示

の実態を把握
し周知する｣

中止する｣とな

内の健康被害

握・周知がさ

ことがうか

えますか。 

も高く、「県内

続く。 

健康リスクを

なっています
 

健康リスクを

なっています
 

示し自己判断

なっており、

握し周知する

示し自己判断

握し周知する｣
と｢接種その

なっています。

害の実態を把

されていない

がえます。 

   【１

内の健康被

を明示し自己判

す。 

を明示し自己判

す。 

断｣が約半数と

それ以外は

る｣となってお

断｣が約半数と

｣となってい
ものを中止す

。 

把握し周知す

いとの認識が

１つ選択】

害の実態を

判断｣が約半

判断｣が約半

となっていま

｢県内の健康

おり、それ以

となっていま

います。また、
する｣が同率

(人)

するとなっ

がうかがえ

 

を

半

半

康

率



 

８．学校教

■全体傾向

「社会人

(58.6%)」が

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■属性にみ

性別 

年齢 

職業 

地域区分 

 
 

  

【
考
察
】 

社

備

す。

教育のあり

向 

人としての生

が続く。 

みられる特
・性別によ

す。 
・第 2位は
・第 3位は

・年齢によ
す。 

・第 2位は
・第 3位は

・職種によ
す。 

・第 2位は
・第 3位は

・地域によ
す。 

・第 2位は
・第 3位は

社会人として

として位置付

。 

り方について

生きる力を育

特徴点 
よる大きな差

は、｢人減関係
は、｢学ぶ意欲

よる大きな差

は、｢人減関係
は、｢学ぶ意欲

よる大きな差

は、｢人減関係
は、｢学ぶ意欲

よる大きな差

は、｢人減関係
は、｢学ぶ意欲

 

ての生きる力

付け、時代を

て、優先す

育む教育(65

差異は見られず

係を築く力を
欲を内面から

差異は見られず

係を築く力を
欲を内面から

差異は見られず

係を築く力を
欲を内面から

差異は見られず

係を築く力を
欲を内面から

力や人間関係

を担う子ども

- 14 - 

すべきこと

5.1%)」が最

ず、第 1位は

を育成する｣と
ら引き出す｣と

ず、第 1位は

を育成する｣と
ら引き出す｣と

ず、第 1位は

を育成する｣と
ら引き出す｣と

ず、第 1位は

を育成する｣と
ら引き出す｣と

係の構築を求

もたちへ接す

は何だと考

最も高く、「人

は｢社会人とし

となっていま
となっていま

は｢社会人とし

となっていま
となっていま

は｢社会人とし

となっていま
となっていま

は｢社会人とし

となっていま
となっていま

求める声が高

することが求

考えますか

人間関係を築

しての生きる

ます。 
ます。。 

しての生きる

ます。 
ます。。 

しての生きる

ます。 
ます。。 

しての生きる

ます。 
ます。。 

高く、社会の中

求められてい

。【２つま

築く力を育

る力を育む｣と

る力を育む｣と

る力を育む｣と

る力を育む｣と

中で生き抜く

いることがう

で選択】

成する教育

となっていま

となっていま

となっていま

となっていま

(人)

くための準

うかがえま

育



 

９．公共交

■全体傾向

「利便性

バスの拡充

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■属性にみ

性別 

年齢 

職業 

地域区分 

 

 

  

【
考
察
】 

利

を上

とは

交通の利用

向 

性（本数・運

充(34.1%)」、

みられる特
・第 1位は
・第 2位は

なってい
・第 3位は

なってい

・第 1位は
・第 2位は

の拡充｣
・第 3 位は

を中心と

・第 1位は
・第 2 位

環バスの
・第 3 位

たまちづ

・第 1位は
・第 2位は

外が｢地
づくり｣
っていま

・第 3 位
域巡回バ
田・富岡
ます。 

利便性の向上

上げることと

はならないと

用促進に向

運賃・乗り継

「電車・バ

特徴点 
は、男性・女
は、男性が｢電
います。 
は、男性が｢地
います。 

は、すべての
は、30 代以下
｣となっていま
は、20 代以下
としたまちづ

は、すべての
位は、会社員
の拡充｣とな

位は、会社員
づくり｣とな

は、すべての
は、高崎市、
地域循環バス
｣、｢地域循環
ます。 

位は、前橋・桐
バスの拡充｣
岡市、利根・

 

上を求める声

と利用するか

と考え、まち

け必要なこ

継ぎ）の向上

バスを中心と

女性ともに｢利
電車・バスを

地域巡回バス

の年代で｢利便
下が｢電車・バ
ます。 
下は会社員・
づくり｣となっ

の職種で｢利便
・その他が｢電
っています。
・その他は｢地
っています。

の地域で｢利便
佐波・北群馬
の拡充｣とな
環バスの拡充

桐生・みどり
、高崎市、佐
甘楽・吾妻郡

声が高く、本

かとの認識は

ちづくりと設

- 15 - 

ことは何だ

上(73.2%)」

としたまちづ

利便性の向上
を中心とした

スの拡充｣で、

便性の向上｣と
バスを中心と

・その他は｢地
っています。

便性の向上｣と
電車・バスを
 

地域巡回バス
 

便性の向上｣と
馬郡以外は｢

なっています。
充｣、｢観光周遊

り・伊勢崎・
佐波・北群馬
郡は｢観光周

本数や運賃・

は調査からは

設置で考え、

と思います

が最も高く

づくり(29.5%

上｣となってい
まちづくり｣

女性が｢電車

となっていま
としたまちづ

地域巡回バス
 

となっていま
を中心とした

スの拡充｣で、

となっていま
｢電車・バスを
。また、多野
遊につながる

太田・館林
馬郡は｢電車・
遊につながる

乗り継ぎの

は読み取れま

息の長い取

すか。  

く、「地域循

%)」が続く

います。 
で、女性が｢

車・バスを中

ます。 
くり｣で、40

の拡充｣で、

ます。 
たまちづくり｣

それ以外は

ます。 
を中心とした
野郡は｢電車
る電車・バス

・渋川・富岡
・バスを中心
る電車・バス

便利さとな

ませんが、利便

取り組みが必

 【２つま

循環（コミュ

。 

｢地域循環バ

中心としたま

0代以上は｢地

それ以外は

｣で、それ以外

は｢電車・バス

たまちづくり
・バスを中心

ス路線の改善｣

岡・安中市、
心としたまちづ
ス路線の改善｣

っていますが

便性の向上＝

必要と考えま

まで選択】

ュニティー）

スの拡充｣と

ちづくり｣と

地域循環バス

｢電車・バス

外が｢地域循

スを中心とし

｣で、それ以
心としたまち
｣が同率とな

邑楽郡は｢地
づくり｣、沼
｣となってい

(人)

が、利便性

＝使用する

す。 

 

地

 



 

10．台風な

 避難指示

■全体傾向

「携帯電

(40.6%)」、

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

■属性にみ

性別 

年齢 

職業 

地域区分 

 

  

【
考
察
】 

携

伝え

の発

などに伴う

示はどのよ

向 

電話やスマー

「防災無線

みられる特
・性別によ

ています
・第 2位は
・第 3位は

・第 1位は
警察の広

・第 2 位
電話やス

・第 3位は

・第 1位は
「防災無

・第 2位は
企業団体

・第 3位は
が｢ラジ

・第 1位は
｢携帯電
富岡・安

・第 2 位
の広報車
トフォン

・第 3位は
館林・藤
無線｣と

携帯電話やス

える、また、

発信のための

う豪雨や土

ような対応が

ートフォンへ

(33.9％)」

特徴点 
よる大きな差
す。 
は、｢地域や消
は、｢防災無線

は、50 代以下
広報車｣とな
は、10 代が
スマートフォ
は、10 代が｢

は、農業・専
無線」、専業主
は、会社員・
体役員・学生
は、会社員・
ジオ｣、学生が

は、前橋・高
電話やスマー
安中市、利根

位は、前橋・高
車｣、利根郡
ンへの一斉送
は、前橋・高
藤岡市、多野

と｢ラジオ｣が

スマートフォ

情報提供を

のシステムの

砂災害、竜

が有効と考

への一斉送信

の２項目が

差異はなく、第

消防・警察の
線｣となって

下が｢携帯電話
っています。
｢防災無線｣、
ォンへの一斉
｢地域や消防

専業主婦・無職
主婦・無職は
農業・パート

生は｢防災無線
パート・専業

が｢地域や消防

高崎・桐生・
トフォンへの

根・北群馬・
高崎・桐生・
・館林市、邑
送信｣、沼田市
高崎・伊勢崎市
野郡は｢近隣住
となっていま

ォンへの一斉

を求めている

の整備が必要
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竜巻などに

考えますか

信(55.2%)」

が続く。 

第 1位は、｢

の広報車｣とな
います。 

話やスマートフ
 
20 代～50 代
送信｣、70 歳
・警察の広報

職以外が｢携
は｢地域や消防
ト・自営業・そ
線｣、無職は｢
業主婦・無職
防・警察の広

みどり・伊勢
の一斉送信｣、
多野・甘楽郡

・みどり・伊
邑楽・北群馬
市は｢防災無線
市、邑楽郡が
住民による声
ます 

斉送信や地域

ることが考え

要であること

よる突風被

。（停電を想定

が最も高く

携帯電話やス

なっています

フォンへの一

代が｢地域や消
以上が｢近隣

報車｣、20 代以

携帯電話やスマ
防・警察の広
その他が｢地
｢近隣住民によ
職・その他が
広報車｣となっ

勢崎太田・沼
館林市、邑楽

郡は｢防災無線
伊勢崎太田・藤
馬・富岡・甘楽
線｣となってい
が｢防災無線｣、
声掛け｣となっ

域や消防・警

えられ、該当エ

とがうかがえ

被害が報告

定してくださ

く、「地域や

スマートフォ

す。 

一斉送信｣、60

消防・警察の
隣住民による声
以上は｢防災無

マートフォン
広報車｣となっ
域や消防・警
よる声掛け｣

が｢防災無線｣、
っています。 

沼田・渋川・藤
楽郡は｢地域や
線｣となってい
藤岡市、佐波
楽・安中・吾
います。 
、桐生・太田
っています。

察の広報車な

エリア内に対

えます。 

告されていま

さい）【２つ

や消防・警察

ォンへの一斉送

0代以上は｢地

の広報車｣、6
声掛け｣とな
無線｣となっ

ンへの一斉送信
っています。
警察の広報車
となっていま
、公務員・農

藤岡市、佐波
や消防・警察
います。 

波郡が｢地域や
吾妻は｢携帯電

田市、佐波郡
また、みど

など、情報を

対する半強制

ますが、

まで選択】

察の広報車

送信｣となっ

地域や消防・

60 代が｢携帯
っています。
ています。

信｣、農業は
 

車｣、公務員・
ます。 
農業・自営業

波・多野郡が
察の広報車｣、

や消防・警察
電話やスマー

は｢ラジオ｣、
り市は｢防災

(人)

をいち早く

制的な情報

 
 

 


